
大 会 名 平成27年度関東高等学校女子バスケットボール大会 開催地 山梨県富士吉田市

報告者名
（所属連盟）

桑島　汐織 　　　　　（クラブ連盟） 派遣期間 平成　２７　年　　６月　　５日　～　７日

本部：安西郷史　　渡邊整 指名：小坂井郁子　　加藤誉樹
茨城県：川満有紀　二宮隆二　山﨑律子
群馬県：星野由貴　小澤朋克　穂川苑子
埼玉県：竹澤友美　眞榮喜工　九里亜紀
千葉県：三好啓太　坂田　愛　菅原理恵　　
東京都：石鍋光智代　斉藤貴嗣　伊佐牧子
神奈川県：大庭英裕　岩本涼子　井筒直子
栃木県：桑島汐織　山﨑雅洋　松本祐大
山梨県審判員の方々

（敬称略）

『ランクアップに際した意識と取り組み』；加藤誉樹氏
・周囲（所属都県・連盟、職場、家族）のおかげ→結果に結びつく
〈コート内での取り組み〉
ABCの教え・・・Aあたりまえのことを　                Bばかみたいに（ばかにしないで）　       Cちゃんとやる

コート／器具の確認 ↓
シグナル・ジェスチャー　etc. 説得力・信頼につながる

大切な局面で必要となってくる
〈コート外での取り組み〉
１．審判技術の向上 ルールブック、マニュアルブックの理解

映像分析
２．語学力の向上・・・国際資格を視野に入れての取り組み

　　　　　　　県　　外　　派　　遣　　　報　　告　　書　　　栃木県バスケットボール協会　審判部

参加者

（所属都県）

　【審判会議内容】

『判定基準をもってコートに立っていますか？』；小坂井郁子氏
〈基準の示し方〉
・ファウルだけではなく、ヴァイオレーションも・・・どのカテゴリーでも基準（ベース）は何も変わらない

何を適用するのかは、その先に何を見据えるかによって変わる
・ゲームの‟最初の”場面で
　開始～分までに、というものではなく１Qでも４Qであっても、その現象が初めて行われたときが‟最初”の場面
・基準を示すために
　ルールの理解／プレゲームカンファレンスの重要性
〈判定基準を示すには〉
・ルールの理解
　ルールを知らなければ適切に判断することは不可能
　ファウルが一番ではない
〈ルールの理解・位置取り〉
　より良い位置で、プレイヤーが何をしようとしているのかを見る

スペーシング ↓
情報と判断材料・・・良い判定に結びつく

〈判定基準を持つ〉
　ゲームのスムーズな進行・信頼につながる

　【感想・県内審判員へ伝達したいこと】
初めての２泊での派遣でした。２月の関東高校新人でもそうでしたが、初日は主審の割当であり、やはり主審としての
難しさを感じました。A級になる前から「副審の割当であっても主審の気持ちでゲームに臨むこと」という指導をして頂
いてきましたが、実際に主審となるとゲーム前、ゲーム中の精神的なコントロールや判定の安定性をもっと高めていく
必要があると実感しました。自分の事だけでなくパートナーのことも考慮しながらそれらを実践していく難しさ重要性を
これからの課題にしていきたいです。Bブロックでの割当でしたが、チームにとってはインターハイ予選前の関東大会
であり、Bブロックでどこまで、どのように戦えるかを確認しインターハイ予選に向けての課題を見出す重要な試合だと
感じていました。チーム、プレイヤーのために吹く判定、吹かない判定一つ一つに責任をしっかり持ってコートに立たせ
ていただきましたし、今後どのゲームでも同じように責任と自覚を持って臨みたいと思います。
今回の派遣に際しまして、渡邊審判長をはじめ県内の仲間の皆様のご協力・ご指導に深く感謝しております。
また、山梨県内の大会関係者の皆様、審判員の方々にも大変お世話になり、心より御礼申し上げます。また、山梨県内の大会関係者の皆様、審判員の方々にも大変お世話になり、心より御礼申し上げます。

※この記録表は、各自で記入して審判委員長に提出して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑島　汐織



　　　　　　　　割当日：平成　２７年　　６月　　６日，　　日

審判員名桑島　汐織 相手審判 (主・副) 伊佐　牧子 所属 東京

カ ド 対

県外派遣　　　審判ミーティング記録表

富士河 湖高校 市立船橋高校カード 対

◇　ケース・ポジションについて

富士河口湖高校 市立船橋高校

◇　ミーティングの内容

・ファーストコールをもっと慎重に。

・ジャンプボールシチュエーション（ヘルドボール）を多く吹いた中で、ミスがあったわけではないがTOがアローを

変えた とをそ 都度 毎回確認する と　変えたことをその都度、毎回確認すること。

・多くあったヘルドボールにおいて、ボールに向かってくる両チームのプレイヤーの状態・態勢はどうであったのか

　全てがクリーンにボールに向かってきたとは言えないので、視野を広げて見ること。　

※この記録表は、各自で記入して審判委員長に提出して下さい。

《審判主任》小澤　勤氏



　　　　　　　　割当日：平成　２７年　　６月　　７日，　　　日

審判員名 桑島　汐織（U2） 相手審判

カード 対

◇　ケース・ポジションについて

県外派遣　　　審判ミーティング記録表

大庭英裕（R神奈川）、丸山淳（U1山梨）

山村学園 八雲学園

◇　ミーティングの内容
・全体的には良かったが、要所要所で主審の大庭さんに吹いてもらって助けられていたケースもいくつか見られ
　た。また、自分が主審で入ったときも今回のように１ゲーム通して判定し続けられることがこれから必要となっ
　てくる。
・３パーソンであっても、２パーソンのときと同じようにトレイルの際にペネトレイトし、鳴らした方がいいケースが
　あった。
・間近でとっさにアウトオブバウンズになったボールを差し違えていたので、曖昧な時は相手レフリーと確認する
　と良い。

※この記録表は、各自で記入して審判委員長に提出して下さい。
《審判主任》山﨑　雅洋氏、阿部　哲也氏
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